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日 語 學 習 動 機 與 其 成 效 之 研 究  
－ 以 台 灣 主 修 日 文 之 學 生 為 對 象 －  
 
堀 越 和 男 ∗  
 
摘 要  
 
本 研 究 將 以 就 學 於 台 灣 地 區 大 學 主 修 日 語 之 學 生 為 研 究 對
象，探 索 他 們 的 日 語 學 習 動 機，這 與 其 學 習 成 效 (日 本 語 能 力 檢
定 1 級 之 成 績 )有 何 關 聯。以 及 須 在 怎 樣 的 動 機 驅 引 下 才 能 有 效
的 提 升 學 習 成 效 ， 將 以 實 証 分 析 來 進 行 驗 證 。  
首 先，他 們 的 學 習 動 機 為「 交 流 的 意 欲 」「 享 受 有 能 感 」「 意
思 傳 達 的 工 具 」「 流 行 文 化 以 及 對 日 本 的 好 奇 心 」「 對 次 文 化 感
興 趣 」 共 五 個 ， 可 以 確 知 的 是 以 內 發 性 動 機 為 中 心 。 這 五 個 學
習 動 機 相 互 影 響 下 形 成 了 一 個 可 變 性 的 激 發 動 機 複 合 體 ， 支 撐
著 他 們 持 續 的 學 習 日 語 ， 可 以 確 定 的 是 在 這 當 中 「 對 次 文 化 感
興 趣 」 也 左 右 著 其 成 效 。  
 
 
關 鍵 詞 :  動 機   內 發 性 動 機   外 發 性 動 機   日 本 語 能 力 檢 定  
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Mot i va t i ons  fo r  Japanese  Language  Study  and  i ts  
Resu l ts  
－ Focus ing  on  Studen ts  Ma jo r i ng  i n  Japanese  
Language  a t   Ta iwanese  Un ive rs i t i es－  
 
K a z u o  H o r i k o s h i ∗  
 
Abs t rac t  
 
T h e  p r e s e n t  r e s e a r c h  f o c u s e s  o n  s t u d e n t s  m a j o r i n g  i n  J a p a n e s e  
l a n g u a g e  a t  Ta i w a n e s e  u n i v e r s i t i e s ;  t h e  a i m  o f  t h e  r e s e a r c h  i s  t o  
e m p i r i c a l l y  v e r i f y  t h e  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  t h e  m o t i v a t i o n s  f o r  
s t u d e n t s  t o  s t u d y  t h e  J a p a n e s e  l a n g u a g e  a n d  t h e  r e s u l t s  o f  t h e i r  
s t u d y  ( i . e . ,  s c o r e s  i n  t h e  L e v e l  1  J a p a n e s e  L a n g u a g e  P r o f i c i e n c y  
E x a m i n a t i o n ) ,  a n d  t o  d e t e r m i n e  w h i c h  m o t i v a t i o n s  a r e  e f f e c t i v e  
f o r  r a i s i n g  a c a d e m i c  r e s u l t s .  
F i v e  m a i n  m o t i v a t i o n s  f o r  s t u d y  w e r e  u n c o v e r e d :  “ d e s i r e  t o  
i n t e r a c t , ”  “ e n j o y i n g  a  f e e l i n g  o f  c o m p e t e n c e , ”  “ u s e  a s  a  
c o m m u n i c a t i o n  t o o l , ”  “ i n t e r e s t  i n  p o p  c u l t u r e  a n d  J a p a n , ”  a n d  
“ i n t e r e s t  i n  a  s u b c u l t u r e . ”  T h e s e  f i v e  m o t i v a t i o n s  i n t e r a c t  w i t h  
e a c h  o t h e r  t o  f o r m  o n e  d y n a m i c  m o t i v a t i o n  t h a t  s u p p o r t s  
c o n t i n u e d  s t u d y  o f  t h e  J a p a n e s e  l a n g u a g e .  F r o m  t h e s e  
m o t i v a t i o n s ,  i t  w a s  c l e a r  t h a t  “ i n t e r e s t  i n  a  s u b c u l t u r e ”  g r e a t l y  
a f f e c t e d  t h e  r e s u l t s  o f  J a p a n e s e  l a n g u a g e  s t u d y.  
 
 
K e y  w o r d s : m o t i v a t i o n  i n t r i n s i c  m o t i v a t i o n  e x t r i n s i c  
m o t i v a t i o n   J a p a n e s e  L a n g u a g e  P r o f i c i e n c y  Te s t  
s u b c u l t u r e  
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1970 年代までは中国文化大学（ 19632）、淡江大学（ 1966）、輔仁大
学（1969）、東呉大学（1972）の 4 校 3、80 年代は台中技術学院（1980）





















                                                 
2  大学名の後の（  ）内は、日本語学科の設置年を表す。  
3 当時は「東方語文学系日文組」と称した。  


























                                                 
5 1994 年 3 月～ 4 月、大学及び専科学校で日本語を学ぶ 786 人（「第二外国語」
科目として学ぶ者も含む）を対象として調査を行った。  
6  2004 年 10 月、北部・中部の大学 8 校の夜間コース（いわゆる「進修部」「在
職班」「推広部」）で日本語を学ぶ 10 代から 60 代までの男女 422 名（有効回
答）を対象として調査を行った。  
7 （ 2004）は 2003 年 11 月～ 2004 年 2 月に高等教育機関の 96 名を対象に、(2007)
は 2006 年 9 月～ 2007 年 2 月に調査を行った。  
8 2003 年 12 月～ 2004 年 2 月に高等教育機関の 2,075 名を対象として調査を行
った。  



























                                                 
10 台湾の漫画家、哈日杏子が 1996 年に「早安日本」の中でこの言葉を作り、
広まった。これは一般に日本に好意や興味を持つ若い世代の台湾人を指す。  
11  1972 年の日台国交断絶以降、大学の日本語学科設置は認められなかったが、
1988 年に台湾出身の李登輝が総統に就任するとその状況は一変した。1989 年、
国立政治大学に日本語学科が設置されると、その波は台湾全土に広がり、今



























                                                 
12 人間の基本的欲求を低次から 1) 生理的欲求 2) 安全の欲求 3) 親和（所属愛）











2006 年の 1 年間に日本から台湾への年間渡航者数は延べ 116 万人 13
に上り、台湾から日本への渡航者数はそれを上回る 121 万人を記録



















                                                 






















 「 2005 年日本語能力試験一級」を受験した、台湾の大学 10 校 14の
日本語学科（日間部）に在籍する主に４年生の学生を対象に、 2006
年 3 月にアンケート調査を実施し、男女 97 名分の有効回答を得た。
なお、アンケート 15は、まず縫部ら（1995）、郭ら（2001）、磐村（2004）
                                                 
14 東呉大学（ 26 名）・東海大学（ 19 名）・高雄第一科技大学（ 19 名）・淡江大
学（ 14 名）・輔仁大学（ 12 名）・真理大学（ 10 名）・台湾大学（ 9 名）静宜大
学（ 9 名）・銘伝大学（ 2 名）・政治大学（ 1 名）の計 10 校で調査を行い、 121
名の回答を得た。その内、統計解析上不備のない 97 名分（有効回答率：80.2%）
を本研究のデータとする。  
1 5 本稿末【資料】を参照。  
9 
を参考に作成し予備調査16を行い、その結果と交流協会（2004）を
踏まえ、設問項目数を 11 増やす等、それを 53 項目に設定し直した




するまでの学習期間は約 3 年 3 か月である。そして、大学の日本語
学科の学習者の場合、その時までに一級合格を目指して学習に取り
組むというのが一般的である。また、本研究の被験者の調査時点に






男性 女性 不明 男性 女性 不明














                                                 
16 真理大学応用日本語学科（日間部）の 4 年生 71 名と大同大学推広部日本語




負荷量を示さなかった 15 項目（項目 1･3･10･13･14･18･22･23･26･27･
29･33･35･39･44）及び、内的整合性の検討により除外したほうがα
係数が高まると思われる 2 項目（項目 36･49）を除き、再度同様の
因子分析を行った。プロマックス回転後の最終的な因子パターンと
因子間相関を表 2 に示す。なお、回転前の 5 因子で 36 項目の全分散

















第 4 因子（Ⅳ）･･･ポップカルチャー及び日本への関心  
 日本の漫画や TV ゲーム等のポップカルチャーを楽しみたいと
いう気持ち、及び日本の歴史、文学、科学技術、政治・経済への
関心。  









項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
17 1.012 -.088 .113 -.240 -.040
16 .867 -.072 .150 -.202 -.025
11 .743 .030 -.127 .127 .085
15 .614 .090 .037 .036 -.101
12 .612 -.111 -.109 .354 .032
20 .583 .272 -.193 .118 -.171
52 .567 .057 -.034 -.097 .219
46 .519 -.046 .188 .072 .210
4 .460 .076 -.249 .351 .041
25 -.136 .972 -.203 -.055 -.002
32 .215 .657 -.046 .073 -.164
28 .207 .647 -.271 -.065 -.064
42 -.136 .643 .101 -.117 .353
2 .020 .627 -.089 .009 .136
31 -.023 .627 .220 .144 -.122
21 .102 .459 .272 .036 -.250
34 .173 .379 .216 -.008 .217
51 -.121 -.075 .818 .062 .011
53 .067 .070 .640 .191 -.020
41 .179 -.039 .627 -.077 .028
40 -.132 .373 .582 -.040 .001
43 -.014 -.122 .575 .039 -.051
38 .168 -.225 .554 .254 -.100
47 -.083 .219 .444 -.075 .038
19 -.049 -.273 .444 .082 .090
50 -.006 .300 .357 .036 .268
5 -.207 -.003 -.078 .760 .392
24 -.188 -.071 .110 .665 .045
48 .158 -.054 .114 .579 -.171
6 .148 -.004 .058 .570 .212
45 .073 .134 .124 .447 -.181
30 .007 .134 .275 .414 -.143
8 .040 .038 -.091 .111 .743
37 -.055 -.058 .041 .045 .737
7 .339 .007 .186 -.259 .498
9 .450 .021 -.080 .136 .458
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ － .45 .29 .41 .26
Ⅱ － .51 .12 .14
Ⅲ － .09 .12
Ⅳ － .07
































































































Ⅰ .47 *** .29 ** .43 *** .43 *** 5.37 0.88 .89
Ⅱ .52 *** .22 * .24 * 4.62 0.96 .86
Ⅲ .28 ** .22 * 3.48 0.98 .82
Ⅳ .19 4.18 1.02 .75






























の関心」（ｔ (89)＝ -5.57，p ＜ .001）は、女性よりも男性のほうが有
意に高い値を示し、一方「サブカルチャーに対する興味」（ｔ (89)








平均値 ＳＤ 平均値 ＳＤ
Ⅰ 5.31 0.92 5.33 0.85 0.13
Ⅱ 4.64 1.03 4.51 0.86 -0.65
Ⅲ 3.50 1.05 3.46 0.89 -0.19
Ⅳ 4.90 0.79 3.81 0.88 -5.57 ***


























Ⅰ .41 *** .32 * .39 ** .45 ***
Ⅱ .47 * .54 *** .21 .23
Ⅲ .24 .67 *** .43 *** .13
Ⅳ .58 ** .09 .03 .32 **


















つのクラスタに分けた。そして、第 1 クラスタには 41 名、第 2 クラ
スタには 32 名、第 3 クラスタには 24 名の被験者が含まれ、 χ2 検定
を行ったところ、有意な人数比率の偏りは見られなかった（ χ2 =4.47，








して、Tukey の HSD 法（ 5%水準）による多重比較を行ったところ、
「交流の欲求」は第 1 クラスタ＞第 3 クラスタ＞第 2 クラスタ、「有
能感の享受」は第 1 クラスタ＞第 2 クラスタ＞第 3 クラスタ、「意思
伝達の道具」も第 1 クラスタ＞第 2 クラスタ＞第 3 クラスタ、「ポッ
プカルチャー及び日本への関心」については第 3 クラスタ＞第 1 ク
ラスタ＞第 2 クラスタ、最後に「サブカルチャーに対する興味」は
18 











































る興味」（F（ 1,95）＝11.1， p＜ .01）にのみ有意な差が認められた。 


























成績 .00 -.13 -.05 -.04 .22
**ｐ＜.01 .
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1 因為覺得學日語很有趣   
2 因為會日語能夠得到其他人的崇拜  
3 為了修得畢業所需的學分  
4 因為想瞭解日本的傳統文化  
5 因為想看懂日本的漫畫  
6 因為對日本文學、小說有興趣  
7 因為對日本的流行服飾有興趣  
8 因為想唱日本的流行歌曲  
9 因為想看懂日本的雜誌、報紙  
10 因為想看懂日本的電影以及電視連續劇、錄影帶  
11 為了更加瞭解日本人的文化、習慣及生活方式  
12 因為想研究日本相關事物  
13 因為日文很容易學習  
14 因為畢業後想在日系公司上班  
15 因為到日本旅行較為方便  
16 因為想交日本人的朋友  
17 因為想和日本人交流  
18 因為日本是台灣的鄰國  
19 因為受到朋友的影響  
20 因為想瞭解、體驗不同的文化  
21 因為對就業 (轉業 )有幫助  
22 因為在台灣使用日語的人很多  
23 因為想瞭解日本人的價值觀與行為模式  
24 因為想玩日本的電玩遊戲  
24 
25 因為會多一種外語是件值得驕傲的事  
26 因為一些機緣巧合而必須學習日語  
27 因為家人、公司主管等週遭親友的建議  
28 因為喜歡學習語言  
29 因為自己的英語程度不佳  
30 因為對日本的政治、経済有興趣  
31 因為日本是先進國家  
32 因為學日語是充實自我學養的方式之一  
33 因為想看懂日本的網站  
34 因為想取得與日本有關 (日語能力檢定及導遊人員等 )的資格證
明  
35 因為將來想對台日関係有所貢献  
36 因為進入現在的學校之前就已經開始學習日語  
37 因為喜歡日本的體育選手、或是歌手、演員等演藝圈的人  
38 因為想瞭解過去的台日關係  
39 因為對日本社會有興趣  
40 因為會日語是職位晉升的必要條件  
41 因為有日本人的朋友、同事  
42 因為會日語感覺很酷  
43 因為家人之中有人說日語  
44 因為要和祖父母溝通  
45 因為對日本的科技有興趣  
46 因為想去日本留學  
47 因為工作上需要使用日語  
48 因為對日本的歷史有興趣  
49 為了應付學校的日語考試  
50 因為想要比朋友更會日語  
51 因為在家庭或是職場中有日本人  


























 以上のように 1 年目に予定していた研究は達成され、台湾人日本
語学習者の動機研究に上述のような新たな知見が開かれたものと確
信する。また、個人差はあるものの、学習者には日本語の学習活動
を支える内発的動機づけと外発的動機づけが渾然となって存在して
おり、以前の日本語学習者と比べ現在の学習者は日本語学習の支柱
となる動機づけが外発的なものから、内発的なものへとその比重が
移ってきていると指摘したが、この点についても本研究の成果の一
26 
つである。そして、以上の成果は大学の日本語学科のカリキュラム
やシラバスを策定する際、また教師が授業内容を考える際に参考と
なるものであり、これを教育現場に応用することによってより有効
な日本語教育が可能となると考える。 
なお、本研究は『台大日本語文研究』第 14 期に投稿し、審査を通
過、現在印刷中であり、近日発行の予定である。  
